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山名俊介

(論文内容の要旨)

近年の整数論の発展において保型形式といわれるクラスの関数の研究は

重要な役割をはたしている.とくにジーゲソレ保型形式などのように正則な

保型形式は古くから研究されておりう現在でも保型形式論の中心的な研究

テーマである.

山名俊介氏は本論文において「正則保型形式はどれだけのフーリエ係数

により特定されるかむという問題を考察した

これ問題対して?山名氏は本論文で次のような一般的な結果を得た
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F(γZ)=χ(de七d)de七(cZ 十 d)~F(Z) 

を満たすとき，r(J(N)とχに関する重さおのジーゲ、ル保型形式と呼ばれ
る.半整数対称行列九に対して，hの対角成分仁非対角成分の2倍全体の
最大公約数を ε(h)と表す.このとき?本論文の主定理は以下のように述べ
られる.

定理.口三 2とし，r(J(N)とχに関する重さおのジーゲ、ノレ保型形式 Fの
フ」リエ展開を

F(Z) = LA(九)exp(2汁R 叫んZ))

とする.もしε(h)がNjんを割るような全ての半正定値半整数対称行列九
に対して A(h)= 0ならば，F=Oである.
山名氏の定理はリフテイングの構成の問題を考察する過程で得られたも

ので、あるが?その結果の簡明さによりより広い応用が期待されるものである.



i氏名|山名俊ふ
(論文審査の結果の要旨)

山名氏の定理はジーゲル保型形式のフーリエ eヤコピ係数のテーラー展開

の係数を解析することによって証明される.これは次数2の場合に Zagier

が用いた方法を拡張したものである.

山名俊介氏が本論文におい考察じた問題に関しては， S. Breuhnannと

官T.I{ohnenは，Sp2(71)に関する尖点的なジーゲル同時固有関数は ε(h)が
平方因子を持たないフーリエ係数だけで定まることを主張している.この

結果は初歩的な代数的議論のみで証明される.

また，n= 2の場合?山名氏の定理は実質的に Zagierにより以前に証明'
されているが， Zagierが考察したのは次数2の、ジーゲソレ保型形式だけで、あっ

たが7山名氏は類似の結果を重さ半整数のジーゲノレ保型形式のやユニタリ

群や直交群上の正則保型形式に対しでも拡張できることを示じた.

このように山名氏が今回示した定理は過去に知られていた結果よりもは

るかに一般的なものである.

保型形式のなす空間には:Hecke作用素といわれる作用素が作用すること

が知られている，山名氏の定理はとくに保型形式が Hecke作用素の同時国

有関数であるときに威力を発揮するものと思われる.

たとえば保型形式の理論において重要な問題の一つにリフティングの問

題をあげることができる. リフテイングの問題とは Hecke作用素の同時

固有関数であるような保型形式が一つ与えられた時に別の保型形式の空間

の同時国有関数でHecke作用素の固有値がもとの保型形式の固有倍であら

わされるようなものを構成する問題である.この問題の難しさは次数も変

数も異なるような保型形式をあらたに構成しなくてはならないことにある.

山名氏の定理はリフティングの構成の問題を考察する過程で得られたもの

であるが?その結果の簡明さにより広い応用が期待されるものである.

本論文は雑誌 M批helnatischeAnnalenに掲載されることが決定してい

る.以上の理由により、大学院在学5年未満であるが、本論文は博士(理

学)の学位論文として価値あるものと認めた.またF 論文内容に関連した

事項について試問を行った結果i 合格と認めた.


